
お
酒
を
飲
む
と
体
が
か
ゆ
く
な
る
、

じ
ん
ま
疹
が
出
る
な
ど
の
不
快
な
症

状
が
起
こ
る
人
が
い
ま
す
。

こ
れ
は
ア
ル
コ
ー
ル
ア
レ
ル
ギ
ー

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
免
疫
反
応

に
よ
る
一
般
の
ア
レ
ル
ギ
ー
で
は
な

く
、
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
で
起
こ
る
喘

息
や
じ
ん
ま
疹
に
似
た
症
状
が
出
る

こ
と
も
あ
る
た
め
、
こ
の
よ
う
に
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
ル
コ
ー

ル
が
体
に
合
わ
な
い
と
い
う
意
味
で
、

ア
ル
コ
ー
ル
不
耐
症
や
ア
ル
コ
ー
ル

過
敏
症
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

体
内
に
取
り
込
ま
れ
た
ア
ル
コ
ー

ル
は
、
肝
臓
で
「
ア
ル
コ
ー
ル
脱
水

素
酵
素
（
Ａ
Ｄ
Ｈ
）」
の
働
き
に
よ
り
、

有
害
物
質
で
あ
る
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ

ド
に
分
解
さ
れ
ま
す
。
ア
セ
ト
ア
ル

デ
ヒ
ド
は
、
さ
ら
に
「
ア
セ
ト
ア
ル

デ
ヒ
ド
脱
水
素
酵
素
（
Ａ
Ｌ
Ｄ
Ｈ
）」

の
作
用
で
酢
酸
に
代
謝
さ
れ
、
最
終

的
に
炭
酸
ガ
ス
と
水
に
分
解
さ
れ
て

体
外
に
排
出
さ
れ
ま
す
。

こ
の
Ａ
Ｌ
Ｄ
Ｈ
に
は
、
ア
セ
ト
ア

ル
デ
ヒ
ド
を
分
解
で
き
る
活
性
型
、

分
解
す
る
機
能
が
弱
い
低
活
性
型
、

分
解
で
き
な
い
不
活
性
型
が
あ
り
、

日
本
人
の
半
数
以
上
が
低
活
性
型
ま

た
は
不
活
性
型
で
す
。
体
内
に
残
留

し
た
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
が
、
吐
き

気
や
頭
痛
だ
け
で
な
く
、
皮
膚
症
状

な
ど
も
引
き
起
こ
す
の
で
す
。

前
述
の
と
お
り
、
日
本
人
に
は
有

害
物
質
の
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
を
代

謝
す
る
Ａ
Ｌ
Ｄ
Ｈ
活
性
の
低
い
人
が

多
く
、
お
酒
を
飲
む
と
血
中
の
ア
セ

ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
濃
度
が
上
昇
し
て
し

ま
い
ま
す
。

ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
に
は
全
身
の

血
管
を
拡
張
さ
せ
る
作
用
が
あ
り
ま

す
。
体
表
の
血
管
が
拡
張
す
る
と
、

じ
ん
ま
疹
や
む
く
み
が
起
こ
り
、
頭

の
血
管
が
拡
張
す
る
と
、
脳
が
む
く

ん
で
頭
痛
や
吐
き
気
が
起
こ
り
ま
す
。

ま
た
、
鼻
が
む
く
む
と
く
し
ゃ
み
や

鼻
水
、
鼻
づ
ま
り
が
起
こ
り
ま
す
。

同
様
に
、
気
管
支
の
粘
膜
が
む
く
む

と
、
空
気
の
出
入
り
が
障
害
さ
れ
る

た
め
、
喘
息
が
誘
発
さ
れ
る
の
で
す
。

こ
れ
が
ア
ル
コ
ー
ル
で
起
こ
る
喘
息

の
し
く
み
で
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
誘
発
喘
息
は
、
問
診

（
症
状
な
ど
）、
エ
タ
ノ
ー
ル
パ
ッ
チ

テ
ス
ト
（
皮
膚
検
査
）、
ア
ル
コ
ー
ル

飲
用
負
荷
試
験
、
Ａ
Ｌ
Ｄ
Ｈ
遺
伝
子

検
査
な
ど
に
よ
っ
て
診
断
が
行
わ
れ

ま
す
。

な
お
、
喘
息
は
子
ど
も
の
病
気
と

思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
高
齢
で
の
発

症
も
め
ず
ら
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
風

邪
の
あ
と
咳
だ
け
が
長
引
く
、
明
け

方
に
な
る
と
息
苦
し
く
な
る
な
ど
の

症
状
が
あ
れ
ば
、
早
め
に
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

お
酒
を
飲
む
と
顔
が
赤
く
な
る
人

は
、
Ａ
Ｌ
Ｄ
Ｈ
活
性
の
低
い
人
で
す
。

こ
れ
は
生
ま
れ
つ
き
の
体
質
で
あ
る

た
め
変
わ
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
、

い
ま
の
と
こ
ろ
活
性
を
高
め
る
治
療

法
も
あ
り
ま
せ
ん
。
体
質
を
確
認
す

る
方
法
と
し
て
は
、
自
分
で
で
き
る

パ
ッ
チ
テ
ス
ト
（
皮
膚
検
査
）
が
あ

り
ま
す
。
左
の
検
査
法
を
見
な
が
ら
、

試
し
て
み
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。

不
活
性
型
の
人
は
、
注
射
や
点
滴

を
す
る
と
き
に
ア
ル
コ
ー
ル
綿
で
皮

膚
を
拭
く
と
、
赤
く
腫
れ
て
か
ぶ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
注
射
な
ど
の

際
に
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
過
敏
で
あ

る
こ
と
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

ア
ル
コ
ー
ル
ア
レ
ル
ギ
ー
は
、
い

ま
ま
で
飲
酒
で
不
快
な
症
状
が
出
な

か
っ
た
人
に
突
然
起
こ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
加
齢
に
と
も
な
い
Ａ
Ｌ
Ｄ

Ｈ
の
働
き
が
弱
ま
る
か
ら
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
詳
し
い
メ
カ
ニ
ズ

ム
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
免
疫
反
応
に
よ
っ
て
引
き

起
こ
さ
れ
る
本
当
の
ア
ル
コ
ー
ル
ア

レ
ル
ギ
ー
も
ま
れ
に
あ
り
ま
す
。
そ

の
場
合
は
、
ビ
ー
ル
１
口
で
も
呼
吸

困
難
を
起
こ
す
な
ど
、
命
に
か
か
わ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
飲
酒
で
強
い

症
状
が
現
れ
る
人
は
、
一
度
、
ア
レ

ル
ギ
ー
専
門
の
医
療
機
関
を
受
診
し

た
ほ
う
が
い
い
で
し
ょ
う
。

ア
ル
コ
ー
ル
の
代
謝
過
程
で

生
ま
れ
る
有
害
物
質
が
原
因

ア
ル
コ
ー
ル
が
喘
息
発
作
を

誘
発
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

加
齢
に
と
も
な
い

突
然
発
症
す
る
こ
と
も

日本人に起こりやすい

アルコールアレルギー
いまや夏真っ盛り。冷たいビールがおいしい季節です。

ところが、お酒を少し飲んだだけで体がかゆくなったり、息苦しくなったりする人がいます。
このような症状は、通称「アルコールアレルギー」と呼ばれています。

突然発症することもありますので、メカニズムや対処法などを知っておきましょう。

呼吸困難
（ゼーゼー、ヒューヒュー

という音の出る呼吸）

脱力感

かゆみや
じんま疹が

現れる
ドキドキ

する

顔が赤くなる、
ほてる

市販の消毒用アル
コールを絆創膏に
２～３滴垂らし、上
腕の内側に貼る。

7分待ってはがす。赤
くなっていない場合
は、そのまま放置して
10 分後に観察する。

▶７分後に皮膚が赤くなった
　ＡＬＤＨ不活性型（お酒がまったく飲めない体質）

▶10分放置後に皮膚が赤くなった
　ＡＬＤＨ低活性型（お酒に弱い体質）

▶10分放置しても皮膚が赤くならない
　ＡＬＤＨ活性型（お酒に強い体質）

意外な食品にアルコールが含まれている場合が
あります。アルコール誘発喘息を起こす人はもち
ろん、少量のアルコールでも症状が出る人は、
注意深く表示を確認してください。

自宅でできるパッチテスト

1

2

主な症状

判 定

◦ みそ
◦ しょうゆ
◦ めんつゆ
◦ ケーキ
◦ ゼリー
◦ チョコレート
◦ 栄養ドリンク、健康飲料

監修 山口 泰
やまぐち・やすし
山口内科院長（鎌倉市大船）
1959年東京都生まれの鎌倉育ち。医学博士
順天堂大学医学部卒業後、肝臓病を研究。カリフォル
ニア大学サンディエゴ校留学などを経て開業。現在は
内科系家庭医として幅広く診療を行っている。著書に

「わかって治す！家庭の内科学」（ごま書房）、「ぜんそく
をコントロールする」（保健同人社）がある。

鼻やのどが
詰まる感じが

する

くしゃみ、
鼻水が出る

目が
腫れる

皮膚が
赤と白の

まだら模様に
なる

注意が必要な
食品は？

Q1 お酒を飲むとじんま疹が出るのはなぜ？

Q2 飲酒で喘息が起こるのですか？

Q3 顔が少し赤くなるだけですが、注意は必要？

A

A

A

知っておきたい
健康相談室

教えて
ドクター！
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